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院外処方箋へ検査値印字の目的

保険薬局においても検査値が確認でき、
患者の状態に合わせた正確な処方監査
が可能となります。

個々の患者に対する
適切な薬物治療への貢献

◆禁忌の回避
◆過量投与防止
◆副作用の防止・早期発見



院外処方箋へ印字する検査値（19項目）

 重篤副作用別対応マニュアル（厚労省監修）
より、自覚症状で早期発見できない副作用
および自覚症状よりも先に臨床検査値が変動
する副作用について、「早期発見と早期対応の
ポイント」の項目にある検査値

 薬剤の禁忌回避または用量調節に有用だと
考えられる検査値

以下の条件を基に印字する検査値項目を選出



院外処方箋へ印字する検査値（19項目）

検査項目名

アルブミン（ALB） ナトリウム（Na）

尿素窒素（BUN） カリウム（K）

クレアチニン（CRE） マグネシウム（Mg）

eGFR C反応性蛋白（CRP）

総ビリルビン（T-Bil） 白血球数（WBC）

AST（GOT） 血色素（HGB）

ALT（GPT） 血小板数（PLT）

クレアチニンキナーゼ（CK） 好中球数

HbA1c PT⁻INR

カルシウム（Ca）



検査値および抗がん薬レジメン名が
印字された院外処方箋



検査値および抗がん薬レジメン名が
印字された院外処方箋の運用方法

１、印字される検査値の検査日について

・院外処方箋に印字される検査値は、直近
３ヵ月のうち最新の検査結果が印字されます。

・直近3ヵ月の検査結果が無い場合は空欄と
なります。



検査値および抗がん薬レジメン名が
印字された院外処方箋の運用方法

２、検査値印字部分の保管について

・検査値および抗がん薬レジメン名が印字され
た部分に関しては、切り離さずに保険薬局で
保管してください。

・検査値は経時的に確認し、適切な薬学的
管理を行ってください。



検査値および抗がん薬レジメン名が
印字された院外処方箋の運用方法

３、検査値等の開示を希望しない場合について

・患者が、保険薬局へ検査値および抗がん薬
レジメン名の開示を希望しない場合は、ハサミ
を用いて院外処方箋の右側半分を切り離し、
左側半分のみを保険薬局へ提出することが
出来ます。（想定としては、切り離さずにその
まま保険薬局へ提出するよう説明しております）



院内掲示用ポスター



検査値および抗がん薬レジメン名が
印字された院外処方箋の運用方法

４、院外処方箋の様式変更について

・検査値および抗がん薬レジメン名の印字開始
以降、院外処方箋の用紙サイズはA４版に
変更となります。

・QRコードの印刷位置が変更となりますので
ご注意ください。

・処方箋が２枚以上になる場合、２枚目以降
にも検査値等が印字されます。



検査値および抗がん薬レジメン名が
印字された院外処方箋の運用方法

５、検査結果に関する薬剤師からの説明について

・検査結果について、あえて主治医から患者への
説明を行っていない場合がありますので、薬剤師
からの検査結果に関する説明は控えていただき
ますようお願い致します。

・同様に、患者から検査結果に関する質問があっ
た場合も、主治医に聞くようお伝えください。



院外処方箋への抗がん薬レジメン印字の目的

実施中の抗がん薬治療内容（レジメン）を
保険薬局でも確認することで、適切な服薬
指導や、抗がん薬による副作用の早期発見
が可能となります。

※抗がん薬レジメンの内容は、当院ホームページ
をご参照ください。

トップページ
→医療関係者の方
→薬薬連携 抗がん薬レジメン



外来化学療法連絡書について

・昨年９月より配布しています。

・抗がん薬レジメンの実施状況、
副作用などが記載されています。

・患者控え用と保険薬局提出用
の２枚をお渡ししています



外来化学療法連絡書について

外来化学療法を行った当日には、『外来化
学療法連絡書』を患者へお渡しする場合が
あります。
医療機関や保険薬局へ提出するよう、患者
へ説明しておりますので、当該書式の提出が
あった場合には、実施中の抗がん薬レジメン
を把握の上で、必要な薬学的管理や服薬
指導を行ってください。



外来化学療法連絡書について

また、次回の診察まで患者状況を把握して
いただき、副作用等の症状がみられた場合
には、以下の通り情報提供をお願い致します。

◆迅速な対応が必要と考えられる症状
→当院薬剤部まで電話連絡

◆迅速な対応は不要と考えられる症状
→トレーシングレポート等を当院薬剤部宛にFAX



ご理解とご協力のほど
よろしくお願い致します。


